
会
員
募
集

　
◆
東
久
留
米
市
ラ
ジ
オ
体
操

連
盟　
毎
日
午
前
６
時
半
〜
７

時
、
ひ
ば
り
が
丘
南
公
園
、
不

動
橋
広
場
、
滝
山
公
園
な
ど
６

カ
所
で
。
会
費
年
１
２
０
０
円
。

初
心
者
歓
迎
。
正
し
い
ラ
ジ
オ

体
操
、
練
功
十
八
法
を
身
に
付

け
健
康
維
持
。
詳
し
く
は
對つ

し

馬ま

☎
４
７
１
・
５
７
４
２
へ
。

　
◆
東
久
留
米
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ

ブ　
月
３
回
。
金
曜
日
午
後
１

時
半
〜
３
時
半
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で
。
会
費
月
１
０
０
０

円
他
。
画
像
ソ
フ
ト
Ｇ
Ｉ
Ｍ
Ｐ

の
操
作
、
色
調
補
正
、
変
形
、

文
字
挿
入
、フ
ィ
ル
タ
ー
。ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
持
参
。
詳
し
く
は

渋
沢
☎
０
８
０
・
１
２
５
７
・

３
８
５
７
へ
。

　
◆
社
交
ダ
ン
ス
（
草
の
実
ダ

ン
ス
同
好
会
）　
月
３
回
。
火

曜
日
午
後
１
時
半
〜
４
時
、
西

部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月

２
０
０
円
。
素
敵
な
音
楽
に
合

わ
せ
て
フ
リ
ー
で
踊
っ
て
い
ま

す
。
年
齢
制
限
な
し
。
連
絡
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
佐
藤
☎
０
９
０
・
５
３
９

６
・
４
５
４
４
へ
。

　
◆
マ
マ
の
た
め
の
子
宮
美
人

ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル　
月
１
回
。
第

２
金
曜
日
午
前
１０
時
１５
分
〜
１１

時
４５
分
、
南
町
地
区
セ
ン
タ
ー

で
。
会
費
月
１
５
０
０
円
。
お

子
さ
ま
同
伴
Ｏ
Ｋ
。
産
後
の
方

は
３
カ
月
か
ら
Ｏ
Ｋ
。
詳
し
く

は
森
☎
０
９
０
・
７
２
３
８
・

７
６
５
２
へ
。

　
◆
カ
ラ
オ
ケ
（
歌
謡
サ
ー
ク

ル
５８
）　
月
２
回
。
金
曜
日
正

午
〜
午
後
５
時
、
西
部
地
域
セ

ン
タ
ー
で
。
会
費
月
２
０
０
０

円
。
第
一
興
商
（
ダ
ム
）
使
用
。

モ
ニ
タ
ー
３２
型
の
広
い
ホ
ー
ル

で
す
。
練
習
、
発
表
会
に
良
い

と
思
い
ま
す
。
西
部
地
域
セ
ン

タ
ー
だ
け
の
会
員
。
詳
し
く
は

川
上
☎
４
７
７
・
３
７
８
７
へ
。

　
◆
フ
ラ
ン
ス
語
勉
強
会　
月

３
回
。
土
曜
日
午
前
１０
時
〜
正

午
、
中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
で
。

会
費
月
５
０
０
０
円
。
フ
ラ
ン

ス
人
講
師
。
６０
歳
以
上
。
初
心

者
歓
迎
。
詳
し
く
は
久く

慈じ

☎
０

８
０
・
５
４
３
０
・
７
６
７
８

へ
。

　
◆
体
操
ク
ラ
ブ
ス
テ
ッ
プ　

月
３
回
。
木
曜
日
午
前
１０
時
〜

１１
時
半
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー

ル
東
本
町
で
。
入
会
金
１
０
０

０
円
、
会
費
月
２
５
０
０
円
。

無
理
な
く
筋
肉
・
骨
・
脳
を
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
。
体
を
元
気
に
笑

顔
を
引
き
出
す
。
詳
し
く
は
渡

辺
☎
４
７
４
・
８
４
７
２
へ
。

　
◆
観
世
流
謡
曲
同
好
会　
春

秋
会　
月
２
回
。
第
２
・
第
４

金
曜
日
午
後
１
時
〜
４
時
、
滝

山
団
地
第
２
住
宅
集
会
所
で
。

会
費
６
カ
月
２
０
０
０
円
。
一

緒
に
楽
し
く
謡
い
ま
せ
ん
か
。

見
学
可
。
経
験
者
歓
迎
。
詳
し

く
は
中
村
☎
４
７
４
・
９
０
７

９
へ
。催

し

　

◆
リ
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト

（
き
ぼ
う
工
房
リ
ユ
ー
ス
推
進

会
）　
１２
月
１８
日
（
土
）
午
前

１０
時
〜
午
後
４
時
、
市
役
所
１

階
屋
内
ひ
ろ
ば
で
。
費
用
無
料
。

使
わ
な
く
な
っ
た
パ
ソ
コ
ン

（
現
地
で
デ
ー
タ
消
去
）・
家

電
・
日
用
品
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
松
永
☎
４
２

０
・
１
７
６
４
へ
。

　
毎
年
１２
月
３
日
〜
９
日
の
一
週

間
は
、
障
害
者
基
本
法
で
「
障
害

者
週
間
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
障
害
者
週
間
」
は
、
国

民
の
間
に
障
害
の
あ
る
方
の
福
祉

に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め

る
と
と
も
に
、
障
害
の
あ
る
方
が

社
会
・
経
済
・
文
化
そ
の
他
あ
ら

ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極
的
に
参

加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

◎
障
害
に
理
解
を

　
普
段
、
健
康
に
過
ご
し
て
い
る

方
で
も
、
不
意
な
事
故
や
病
気
の

進
行
な
ど
に
よ
り
、
思
い
も
よ
ら

ず
突
然
に
障
害
を
抱
え
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
障
害
は

人
に
よ
り
内
容
や
程
度
は
さ
ま
ざ

ま
で
、
外
見
か
ら
は
分
か
ら
な
い

障
害
も
あ
り
、
周
り
か
ら
の
理
解

を
必
要
と
し
て
い
る
方
が
多
く
い

ま
す
。
障
害
を
持
つ
こ
と
は
、
誰

に
で
も
起
こ
り
う
る
身
近
な
問
題

と
し
て
捉
え
、
同
週
間
を
機
に
、

障
害
の
あ
る
方
が
暮
ら
し
や
す
い

社
会
と
は
ど
の
よ
う
な
社
会
な
の

か
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
・
ヘ
ル
プ
手
帳

に
つ
い
て

　
市
で
は
、
障
害
の
あ
る
方
や
難

病
に
罹
患
し
て
い
る
方
が
、
日
常

で
困
っ
た
と
き
、
ま
た
災
害
時
や

緊
急
時
、
周
囲
の
人
に
支
援
や
配

慮
を
お
願
い
し
や
す
く
す
る
た
め
、

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
・
ヘ
ル
プ
手
帳
を

作
成
し
、
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
は
、
障
害
が
あ

る
こ
と
を
周
囲
に
知
ら
せ
る
ほ
か
、

裏
面
に
障
害
の
内
容
や
サ
ポ
ー
ト

し
て
ほ
し
い
事
を
記
載
す
る
こ
と

で
、
両
者
を
つ
な
げ
る
き
っ
か
け

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ヘ
ル
プ
手

帳
は
災
害
時
や
緊
急
時
に
備
え
、

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
に
書
き
き
れ
な
い

情
報
を
補
う
も
の
で
す
。

　
【
配
布
対
象
者
】市
内
在
住
で
、

身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
が
あ
る

方
、
発
達
障
害
が
あ
る
方
、
難
病

に
罹
患
し
て
い
る
方

　
【
配
布
場
所
】障
害
福
祉
課
（
市

役
所
１
階
）

　
【
そ
の
他
】代
理
の
方
で
も
取
得

で
き
ま
す
。
各
種
障
害
者
手
帳
ま

た
は
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
・
医
療

費
助
成
の
受
給
者
証
を
所
有
し
て

い
る
方
は
、
ご
持
参
く
だ
さ
い

　
詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
４
７
、
フ
ァ
ク
ス
（
４
７
５
・

８
１
８
１
）
へ
。

▲�都市計画マス
タープランに
関する市ホー
ムページ

▲�同事業に関
する市ホー
ムページ

▲�市職員募集
に関する市
ホームペー
ジ

　
市
で
は
、
１０
月
に
「
東
久
留
米

市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

を
改
定
し
ま
し
た
。

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、

都
市
計
画
法
に
規
定
さ
れ
た
「
市

町
村
の
都
市
計
画
に
関
す
る
基
本

的
な
方
針
」
で
あ
り
、
今
後
、
市

で
は
計
画
で
掲
げ
た
「
み
ん
な
が

主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
理

念
の
下
、将
来
都
市
像
で
あ
る「
豊

か
な
水
と
緑
を
育
む
ま
ち
」「
都

市
の
活
力
を
育
む
ま
ち
」「
安
全

で
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」
の
実
現

に
向
け
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も

　
４
年
４
月
１
日
以
降
に
採
用
す

る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
募
集
職

種
・
募
集
人
数
な
ど
は
、
下
表
の

通
り
で
す
。
そ
の
他
受
験
資
格
な

ど
は
、
募
集
要
項
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　
【
募
集
要
項
の
配
布
】１２
月
１
日

（
水
）
以
降
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。
取
得

困
難
な
方
は
、
土
曜
・
日
曜
日
を

除
く
１２
月
１
日（
水
）〜
１５
日（
水
）

の
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
に
、

職
員
課
（
市
役
所
４
階
）
で
も
配

布
し
ま
す
。

　
【
申
込
受
付
期
間
】１２
月
１
日

（
水
）
〜
１５
日
（
水
）
必
着

　
【
申
込
方
法
】市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
申
し
込
み
を
し
て
い
た
だ
い

た
後
、
受
験
申
込
書
な
ど
を
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
募
集
要

項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
状
況
に
よ
り
、
日

程
な
ど
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
最
新
の
情
報
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、

職
員
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
１
６
へ
。

　
都
で
は
受
験
生
（
中
学
３
年

生
・
高
校
３
年
生
）
を
持
つ
生
計

中
心
者
に
対
し
、
学
習
塾
な
ど
の

費
用
や
受
験
費
用
を
無
利
子
で
貸

し
付
け
て
い
ま
す
。

　
対
象
校
に
入
学
し
た
場
合
、
返

済
も
免
除
と
な
り
ま
す
（
入
学
に

至
ら
な
く
て
も
一
定
の
要
件
を
満

た
せ
ば
免
除
と
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
）。

　
【
事
業
の
内
容
】中
学
３
年
生
、

高
校
３
年
生
お
よ
び
３
年
４
月
１

日
時
点
で
２０
歳
未
満
の
高
校
・
大

学
な
ど
の
中
途
退
学
者
、
高
等
学

校
卒
業
程
度
認
定
試
験
合
格
者
、

定
時
制
高
校
４
年
生
、
浪
人
生
な

ど
が
高
校
・
大
学
・
専
門
学
校
な

ど
に
入
学
す
る
た
め
の
受
験
料
と

学
習
塾
な
ど
の
費
用
を
貸
し
付
け

ま
す

　
【
貸
付
金
額
】▼
受
験
料
貸
付
金

＝
中
学
３
年
生
が
２
万
７
４
０
０

円
、
高
校
３
年
生
な
ど
が
８
万
円

▼
学
習
塾
等
貸
付
金
＝
２０
万
円

　
※
い
ず
れ
も
上
限
額
。

　
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方
に
は
一

定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　
都
の
事
業
で
す
が
、
受
け
付

け
・
申
し
込
み
は
市
福
祉
総
務
課

（
市
役
所
１
階
）
が
窓
口
と
な
り

ま
す
。

　
申
し
込
み
は
４
年
１
月
３１
日

（
月
）
ま
で
に
同
課
へ
。

　
※
申
請
書
は
４
年
１
月
２１
日

（
金
）
ま
で
に
事
前
に
連
絡
の
上
、

同
課
へ
受
け
取
り
に
来
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
郵
送
で
の
手
続
き
も

可
能
で
す
。

　
詳
し
く
は
同
課
福
祉
政
策
係
☎

４
７
０
・
７
７
４
９
へ
。

　
１１
月
１０
日
に
都
庁
で
「
令
和
３

年
度
東
京
都
消
防
褒
賞
」
の
贈
呈

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
消
防
団
か
ら
は
、
第
一
分
団

の
玉
木
努
氏
・
河
井
清
氏
、
第
六

分
団
の
遠
藤
正
明
氏
・
秋
田
浩
延

氏
の
４
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。
各

氏
は
市
消
防
団
員
を
拝
命
し
て
以

来
、
長
年
に
渡
っ
て
数
多
く
の
災

害
現
場
へ
出
場
し
、
市
民
の
生
命

や
財
産
を
守
っ
て
き
た
功
労
お
よ

び
訓
練
や
警
戒
な
ど
に
積
極
的
に

精
励
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

　
市
民
の
安
全
の
た
め
、
今
後
ま

す
ま
す
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
防
災
防
犯
課
☎
４
７

０
・
７
７
６
９
へ
。

　
市
で
は
現
在
「
わ
く
わ
く
歩
く

る
め
マ
ッ
プ
を
使
っ
て
歩
こ

う
！
！
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
冬
こ
そ
歩
く
る
め

マ
ッ
プ
を
手
に
取
り
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
【
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加
方
法
】①

マ
ッ
プ
を
手
に
入
れ
る
②
マ
ッ
プ

を
使
っ
て
好
き
な
コ
ー
ス
を
歩
い

て
み
る
③
歩
い
た
コ
ー
ス
を
マ
ッ

プ
全
域
版
（
左
画
像
参
照
）
の

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
記
入
欄
」
に
記

録
し
健
康
課
窓
口
に
持
参
す
る
。

　
窓
口
に
持
参
し
た
方
に
、
市
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
か
わ
い
い
イ
ラ
ス
ト

が
描
か
れ
た
コ
ー
ス
別
缶
バ
ッ
ジ

と
ス
ポ
ー
ツ
タ
オ
ル
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
（
ス
ポ
ー
ツ
タ
オ
ル
は

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
記
入
欄
す
べ
て

〈
３
回
分
〉
記
入
さ
れ
た
方
に
差

し
上
げ
ま
す
）。

　
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
中
高
年

の
方
ま
で
ど
な
た
で
も
気
軽
に
参

加
で
き
ま
す
。

　
昨
年
度
参
加
さ
れ
た
方
も
新
た

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
年
末
に
向
け
て
自
宅
を
大
掃
除

す
る
機
会
に
、
次
の
３
つ
を
実
施

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
１
）
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
適

切
な
維
持
管
理
＝
平
成
２２
年
４
月

に
す
べ
て
の
住
宅
に
設
置
が
義
務

化
さ
れ
、
１０
年
以
上
が
経
過
し
ま

し
た
。
古
く
な
っ
た
機
器
は
火
災

の
時
に
作
動
し
な
い
こ
と
が
あ
る

た
め
、
機
器
の
点
検
を
行
い
、
１０

年
を
目
安
に
交
換
し
ま
し
ょ
う

（
２
）
家
具
転
倒
対
策
＝
地
震
の

時
に
倒
れ
た
家
具
類
が
ド
ア
や
避

難
経
路
を
塞
が
な
い
よ
う
に
、
な

る
べ
く
据
え
付
け
の
収
納
を
活
用

す
る
と
と
も
に
、
工
夫
し
て
家
具

を
配
置
し
ま
し
ょ
う
。
家
具
転
倒

防
止
器
具
の
う
ち
最
も
効
果
の
高

い
も
の
は
、
ネ
ジ
で
固
定
す
る
も

の
（
Ｌ
字
型
金
具
な
ど
）
で
す
。

家
具
や
住
宅
に
キ
ズ
を
つ
け
た
く

な
い
場
合
は
、
ス
ト
ッ
パ
ー
式
器

具
と
ポ
ー
ル
式
器
具
を
２
つ
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
Ｌ
字
型
金
具

と
同
等
の
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

詳
し
く
は
東
京
消
防
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

が
も
ら
え
ま
す
。

　
【
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
】４
年
３

月
３１
日
ま
で

　
※
各
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
今
年
度

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
１
人
１
回

ま
で
（
無
く
な
り
次
第
終
了
）。

　
【
対
象
】市
民
の
方

　
【
マ
ッ
プ
入
手
場
所
】市
役
所
本

庁
舎
（
産
業
政
策
課
〈
６
階
〉・

介
護
福
祉
課
・「
市
内
案
内
板
」「
市

政
情
報
コ
ー
ナ
ー
」〈
１
階
〉
な

ど
）・
健
康
課
（
わ
く
わ
く
健
康

プ
ラ
ザ
内
）・
各
地
域
セ
ン
タ
ー
・

各
地
区
セ
ン
タ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で

き
ま
す
。

　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は
健
康
課

保
健
サ
ー
ビ
ス
係
☎
４
７
７
・
０

０
２
２
へ
。

す
る
な
ど
の
支
障
を
き
た
す
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
学
校
給
食
費
は
納

め
忘
れ
が
な
い
よ
う
、
納
入
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
納
入
が
困
難
な
場
合
に

は
、
在
校
す
る
小
学
校
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
学
務
課
保
健
給
食
係

☎
４
７
０
・
７
７
７
９
へ
。

▲�東京消防庁
ホームページ

（
３
）
電
気
火
災
を
防
ご
う
＝
令

和
２
年
中
、
東
京
消
防
庁
管
内
で

は
、
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
に
よ
る

火
災
が
２１
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
、
差
込
み

プ
ラ
グ
は
、
使
用
時
以
外
は
コ
ン

セ
ン
ト
か
ら
抜
く
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
長
時
間
差
し
た

ま
ま
の
プ
ラ
グ
な
ど
は
、
定
期
的

に
点
検
し
、
乾
い
た
布
な
ど
で
埃

を
取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
東
久
留
米
消
防
署
防

災
安
全
係
☎
４
７
１
・
０
１
１
９

（
内
線
３
２
０
）
へ
。

に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
計
画
の
内
容
お
よ
び
改
定
の
経

緯
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
計
画
の
製
本
版
は
４
年

１
月
１１
日
（
火
）
か
ら
生
活
文
化

課
（
市
役
所
２
階
）
で
有
償
（
１

０
０
０
円
）
で
頒
布
し
ま
す
。
ま

た
、
概
要
版
の
冊
子
は
都
市
計
画

課
（
同
５
階
）、
中
央
・
滝
山
・

ひ
ば
り
が
丘
・
東
部
の
各
図
書
館
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
わ
く
わ
く

健
康
プ
ラ
ザ
、
東
部
・
南
部
・
西

部
の
各
地
域
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
配

布
す
る
予
定
で
す
。

　
詳
し
く
は
都
市
計
画
課
計
画
調

整
担
当
☎
４
７
０
・
７
７
６
２
へ
。

市
職
員
を
募
集
し
ま
す

受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸
付
事
業

▲東久留米市都市計画マスタープランの表紙

１２
月
３
日
〜
９
日
は

「
障
害
者
週
間
」
で
す

市職員募集の職種・試験区分・募集人数

職種 試験区分 募集人数

一般事務 Ⅰ類（大学卒程度） 若干名

保健師 − ５人程度
※�複数の職種に申し込むことはできません。
※�試験では活字による選考および適性検査、口述による面接
試験を行います。配慮が必要な方は、申し込み前にご相談
ください（例：車椅子を使用しているため、会場に配慮して
ほしいなど）。

令　和
３年度

東
京
都
消
防
褒
賞
の

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

東久留米市消防団出初式のお知らせ

大
掃
除
の
機
会
に
室
内
の

安
全
対
策
を
実
施
し
よ
う

「
東
久
留
米
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」を
改
定
し
ま
し
た

　 ４年 １月 ７日（金）に予定していました
「令和 ４年東久留米市消防団出初式」は、
新型コロナウイルス感染拡大防止の観点か
ら、開催方法などを変更し、関係者のみに
よる表彰式を実施します。
　詳しくは防災防犯課☎４７０・７７６９へ。

▲��わくわく歩く
るめマップに
関する市ホー
ムページ

「
わ
く
わ
く
歩
く
る
め
マ
ッ
プ
」
を
使
っ
て

「
わ
く
わ
く
歩
く
る
め
マ
ッ
プ
」
を
使
っ
て

冬
こ
そ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

冬
こ
そ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

▶
わ
く
わ
く
歩
く
る
め
マ
ッ
プ
（
全
域
版
）
の
表
紙

１　職員の任免および職員数に関する状況
（１）採用、退職など（２年度）

２年
４月１日現在

２年４月２日〜３年４月１日 ３年
４月１日現在採用など 退職など

職員数 ５９４人 ３６人 ４１人 ５８９人
※職員数は、一般職に属する職員数です。

時間外勤務手当
支給実績（２年度決算） ２億７,４６６万５千円
職員１人当たり支給年額（２年度決算） ５２万８千円
支給実績（元年度決算） ３億６６８万円
職員１人当たり支給年額（元年度決算） ５６万５千円

地域手当（２年４月１日現在）
支給実績（２年度決算） ２億２,６６５万５千円

支給職員１人当たり平均支給年額（２年度決算） ３７万３，４０３円
支給対象地域 支給率 支給対象職員数 国の制度（支給率）
全地域 １０％ ６０７人 ６％

３　職員の給与の状況
（１）人件費の状況（普通会計決算）

区分
住民基本
台帳人口

（３年１月１日）
歳出額
（Ａ）

人件費
（Ｂ）

人件費率
（Ｂ／Ａ）

（参考）
元年度の
人件費率

２年度 １１万７，００７人 ５７０億２,０８３万２千円 ６２億４,６３８万７千円 １１．０％ １２．８％

５　職員の研修および人事評価制度の状況（２年度）
（１）職員の研修の状況
区分 内容 件数 延べ人数

独自研修 年度ごとに作成する研修計画により開催する市役所独自の研修（新任職員研修、接遇研修など） １９件 １３２７人

研修所
研修

職員研修所において開催される研修（新任研修、現
任研修など） ４２件 １０４人

専門派遣
研修

専門的知識や能力の向上を図るため、各課からの要
望に基づき、他団体へ研修生を派遣する研修（国や
東京都、その他の団体などが開催する専門研修）

３６件 ３９１人

（２）人事評価制度の実施状況
　職員の能力・業績を公正に把握し、能力・実績に基づく人事管理を行うこと
により、人材育成に努め、住民サービスの向上を図ることを目的として人事評
価制度を実施しています。
　○評価の要素　　業績評価、能力評価
　○評価対象者　　全職員
　○評価の期間　　４月１日〜３月３１日
　○評価結果　　　勤勉手当および昇給へ反映�

４　職員の分限および懲戒処分の状況
区分 分限 懲戒

２年度の状況 休職　１３件
いずれも心身の故障による ０件

（２）職員給与費の状況（普通会計決算）

区分 職員数
（Ａ）

給与費 一人当たり
の給与費
（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末・勤勉

手当 計（Ｂ）

２年度 ５４１人 １９億４,４６４万
９千円

５億８,７５１万
４千円

８億２,９３８万
６千円

３３億６,１５４万
９千円

６２１万
４千円

※ １　�職員手当には、退職手当を含みません。
※ ２　�職員数は、 ２年 ４月 １日現在の一般職に属する普通会計部門の職員数です（再任用

短時間勤務職員を除く）。
※ ３　�給与費については、再任用短時間勤務職員の給与費が含まれており、職員数には当

該職員を含んでいません。
※ ４　給与費の計には、事業費支弁職員給を含みます。

２　職員の競争試験の状況（２年度）

職種 受験申込者数
（書類選考実施）

筆記試験
受験者数

筆記試験
合格者数

最終
合格者数

競争率
（倍）

一般事務 ２１６人 ８０人 ４７人 ２０人 １０．８
土木技術 ３人 ２人 １人 １人 ３．０
建築技術 ２人 ２人 １人 １人 ２．０
機械技術 １人 １人 ０人 ０人 −
電気技術 ０人 ０人 ０人 ０人 −
保健師 １０人 ４人 ２人 ２人 ５．０

（５）等級別・職制上段階別の職員数の状況（３年４月１日現在）
ア　行政職給料表（一）等級別基準職務表
職務の級 標準的な職務内容 職員数 構成比
５級 参事の職務で部長及びこれに相当する職務 ９人 １．６％
４級 副参事の職務で課長及びこれに相当する職務 ３４人 ６．１％

３級
主事の職務で課長補佐及びこれに相当する職務 １１人 ２．０％
主事の職務で係長及びこれに相当する職務 ９２人 １６．５％

２級 主事の職務で主任及びこれに相当する職務 ２０９人 ３７．６％
１級 主事の職務で定型的な業務を行う職務 ２０１人 ３６．２％

※端数処理のため、構成比の合計が１００％にならない場合があります。
イ　行政職給料表（二）等級別基準職務表
職務の級 標準的な職務内容 職員数 構成比
４級 主事の職務で統括技能長の職務 − −
３級 主事の職務で技能長の職務 − −
２級 主事の職務で技能主任の職務 ３１人 １００％
１級 主事の職務で定型的な業務を行う職務 − −

※端数処理のため、構成比の合計が１００％にならない場合があります。

（６）職員手当の状況
期末手当・勤勉手当（２年度）

区分 東久留米市 国
１人当たりの
平均支給額 １５３万８千円 ―

支給割合
期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
２．５０月

（１．４０月）
２．０５月

（１．００月）
２．５５月

（１．４５月）
１．９０月

（０．９０月）
合計 ４．５５月（２．４０月） ４．４５月（２．３５月）

職務段階別加算 有り 有り
※ １　（　 ）内は、再任用職員に係る支給割合です。
※ ２　 １人当たりの平均支給額は、特別職を除いた額です。

退職手当（２年４月１日現在）

区分
東久留米市 国

自己都合 定年・勧奨 自己都合 定年・応募認定

支
給
率

勤続２０年 ２３．００月分 １９．６６９５月分 ２４．５８６８７５月分
勤続２５年 ３０．５０月分 ２８．０３９５月分 ３３．２７０７５月分
勤続３５年 ４３．００月分 ３９．７５７５月分 ４７．７０９月分
最高限度 ４３．００月分 ４７．７０９月分 ４７．７０９月分

１人当たりの
平均支給額 ２７２万４千円 ２,１４４万８千円 − −

定年前早期退職
特例措置

定年前１年につき
２％を割増（最大２０％）

定年前１年につき３％を
上限とした割増（最大４５％）

※ １　�１ 人当たりの平均支給額は、 ２年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均
額となっています。

※ ２　 １人当たりの平均支給額は、特別職を除いた額です。

（２）部門別職員数の状況と主な増減理由� （各年４月１日現在）
区分

部門
職員数 対前年

増減数 主な増減理由２年 ３年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議会 ６人 ７人 １人 業務増
総務 １１８人 １１７人 △１人 欠員不補充
税務 ４８人 ４９人 １人 病休代替職員の配置

民生 ２０２人 １９４人 △８人 再任用短時間職員の配置・欠員不補充
衛生 ４２人 ４３人 １人 新型コロナウイルス関連
労働 ０人 ０人 ０人
農水 ４人 ４人 ０人
商工 ４人 ５人 １人 業務増
土木 ５３人 ５６人 ３人 欠員補充

小計 ４７７人 ４７５人 △２人（参考：人口１万人当たり職員数４０．６人）
教育 ６４人 ６２人 △２人 事務の民間等委託
消防 ０人 ０人 ０人

小計 ５４１人 ５３７人 △４人（参考：人口１万人当たり職員数４５．９人）
公
営
企
業
等

会
計
部
門

下水道 ７人 ７人 ０人
その他 ４６人 ４５人 △１人 育休代替職員の解消
小計 ５３人 ５２人 △１人

合計 ５９４人
［８６７］

５８９人
［８６７］

△５人
［０］

（参考：人口１万人当たり職員数
５０．３人）

※ １ �　職員数は、一般職に属する職員数です。
※ ２ �　［ ］内は、条例定数の合計とその増減人員数です。

（３）年齢別職員構成の状況（３年４月１日現在）

年齢

２０
歳
未
満

２０
歳
〜
２３
歳

２４
歳
〜
２７
歳

２８
歳
〜
３１
歳

３２
歳
〜
３５
歳

３６
歳
〜
３９
歳

４０
歳
〜
４３
歳

４４
歳
〜
４７
歳

４８
歳
〜
５１
歳

５２
歳
〜
５５
歳

５６
歳
〜
５９
歳

６０
歳
以
上

計

職員数 ０
人

７
人

３６
人

６３
人

８１
人

６２
人

８７
人

８３
人

６８
人

５１
人

２９
人

２２
人

５８９
人

※職員数は、一般職に属する職員数です。

（４）職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況（３年４月１日現在）

区分
一般行政職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額
（国ベース）

東久留米市 ４１．０歳 ３０万９，１２６円 ４１万３，９２８円 ３５万７，５３９円
国 ４３．０歳 ３２万５，８２７円 − ４０万７，１５３円

区分
技能労務職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額
（国ベース）

東久留米市 ５０．４歳 ３１万３７１円 ３６万１，７５０円 ３４万６，３７６円
うち清掃作業員 ５１．３歳 ３１万３，２０９円 ３７万８，５４７円 ３５万１，４３０円
うち学校給食員 ４８．０歳 ３０万４，２１０円 ３４万３，３８１円 ３４万１，７８１円
うち用務員 ＊ ＊ ＊ ＊
国 ５０．９歳 ２８万６，９４７円 − ３２万８，６０３円

※ １　�「平均給料月額」とは、 ３ 年 ４ 月 １ 日現在における各職種ごとの職員の基本給の平
均です。

※ ２　�「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、
通勤手当および時間外勤務手当などの諸手当の額を合計したものです。ただし、期
末・勤勉手当は含みません。

※ ３　�「平均給与月額（国ベース）」とは、国家公務員の平均給与月額に時間外勤務手当、
特殊勤務手当などの手当が含まれていないことから、比較のため国家公務員と同じ
ベースで再計算したものです。

※ ４　�個人情報保護の観点から、対象となる職員数が １人または ２人の場合は「アスタリ
スク（＊）」としています。その他、数値のない欄については、「ハイフン（−）」
としています。

その他の手当（３年４月１日現在）

手当
名 内容および支給単価

国の制
度との
異同

国の制度
と異なる
内容

支給実績
（２年度決算）

支給職員
１人当たり
平均支給年額
（２年度決算）

扶養
手当

配偶者（課長職を除く）
� ６，０００円�
配偶者（課長職）
� ３，０００円
子ども
� ９，０００円
その他の親族
� ６，０００円
１６歳〜２２歳の子ども
がいる場合の加算
� ４，０００円

異なる
支給対象
者、支給
単価

３,６６０万３千円 １８万６，７５０円

住居
手当

当該年度末３５歳未満
の借家・借間に居住す
る世帯主など
� １万５千円

異なる

支給対象
者、支給
対 象 区
分、支給
単価

１,３６７万７千円 １６万９０５円

通勤
手当

・�交通機関を利用する
職員に対しては６カ
月通勤定期代を一括
支給

・�バス利用の者に対し
ては必要金額をＩＣ
カードなどの使用金
額に換算し支給

・�交通用具（自動車、
自転車など）使用者
に対しては、用具の
種類、距離によって
細分化された一律の
金額を毎月支給

異なる

交通用具
使用者の
使 用 距
離、支給
額

３,７７４万９千円 ７万９，４７２円

管理
職
手当

部長職� ９万８，８００円
課長職� ６万５，４６０円 異なる

支給対象
者、支給
額

３,９６８万２千円 ８６万２，６５９円

休日
勤務
手当

休日において正規の勤
務時間中に勤務するこ
とを命ぜられた職員に
対して支給
勤務１時間当たりの単
価×１３５％

異なる
勤務１時
間当たり
の単価算
出方法

９９９万９千円 ６万２，１０３円

夜間
勤務
手当

正規の勤務時間として
午後１０時から翌日の
午前５時までの間に勤
務することを命ぜられ
た職員に対して支給
勤務１時間当たりの単
価×２５％

異なる
勤務１時
間当たり
の単価算
出方法

１１０万円 ３６万６，７０６円

特別職の報酬などの状況（３年４月１日現在）
区分 給料月額など

給料
市長 ９６万円
副市長 ８４万円
教育長 ７７万円

報酬
議長 ５５万円
副議長 ５１万円
議員 ４８万円

期末
手当

市長
副市長 （２年度支給割合）　４．１３１２５月分
教育長
議長
副議長 （２年度支給割合）　４．５５月分
議員

退職
手当

（算定方式）
給料月額　　　　　　　支給率 （１期の手当額）（支給時期）

市長 ９６万円×在職年数×４００／１００ １，５３６万円 任期終了時
副市長 ８４万円×在職年数×３００／１００ １，００８万円 任期終了時
教育長 ７７万円×在職年数×２５０／１００ ５７７万５千円 任期終了時

備考 「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額および支給率に
基づき、１期勤めた場合における退職手当の見込額です。

２年度人事行政の運営などの状況をお知らせします
　市では、市民の皆さんに市の人事行政についてお知らせするため、人事行政の運営等の状況の公表に関する条
例に基づき、市職員の給与の状況などの概要を公表しています。
　なお、詳細は市ホームページおよび市政情報コーナー（市役所 １階）でご覧いただけます。
　詳しくは職員課人事給与担当☎４７０・７７１６へ。

（３）ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）

※�ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を１００とした場合の地方公務員の給与水
準を示す指数です。
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※新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、
催しなどが中止・延期になる場合があります。
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